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物質) および glucosinolate (isothiocyanate 前駆物質) の代謝に関与する新規酵素を特定
したものである。 
 






いる。ヒト糞便由来腸内細菌 G. urolithinfaciens DSM 27213 はエラグ酸を urolithin M5 
へと変換し、さらに urolithin M5 を urolithin M6 へ、urolithin M6 を urolithin C へと
変換することが報告されている。しかし、変換に関与する酵素や反応機構などの詳細
な分子メカニズムは未解明であった。 
 G. urolithinfaciens DSM 27213 の培養条件を検討し、エラグ酸代謝活性の誘導条件を
明らかにした。次に、エラグ酸代謝活性誘導菌体と非誘導菌体に発現するタンパク質
を網羅的に解析し、エラグ酸代謝活性誘導時に特異的に発現が増加した  hydrolase 
(UroH)、molybdopterin-containing oxidoreductase (UroA1、UroB1)、4Fe-4S cluster binding 
domain containing protein (UroA2、UroB2)、hypothetical protein (UroA3、UroB3) をコー
ドする遺伝子がゲノム上で近接して存在することを見いだした。 
 エラグ酸の urolithin M5 への変換は、腸内における urolithin 類の生成経路の初発
反応である。G. urolithinfaciens DSM 27213 のエラグ酸代謝活性誘導菌体と非誘導菌体
に発現するタンパク質の比較から選抜した UroH について、大腸菌形質転換株を作出
し、エラグ酸変換活性を評価した。その結果、本酵素がエラグ酸から urolithin M5 を
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ら urolithin M5 への変換活性が pH 7.0−9.0、50 °C にて顕著となること、Ca2+により
活性化されることを見いだした。本酵素の反応速度をエラグ酸濃度に対してプロット
し特性を評価したところ、本酵素のエラグ酸に対する KM 値は 0.5±0.2 mM、kcat 値は 
1.0±0.1 s−1、kcat/KM 値は 2±1 mM−1 s−1 であった。 
 腸内において urolithin 類は、腸内細菌が触媒する urolithin M5 を起点物質とした
フェノール性水酸基の脱水酸化反応によって生じる。G. urolithinfaciens DSM 27213
は、培養中や洗浄菌体を用いた反応では urolithin M5 および urolithin M6 の脱水酸化
活性を示すが、無細胞抽出液では同様の活性が観察されなかった。そこで、本菌の無
細胞抽出液を用いた urolithin 脱水酸化反応について、電子供与体として H2 を添加し
た嫌気条件における電子伝達関連物質の添加効果を検討したところ、methylviologen 
の添加により urolithin M5 および urolithin M6 の脱水酸化反応が顕在化することを見
いだした。また、methylviologen に加えて NADPH および FAD を添加することによ
り urolithin 脱水酸化活性が上昇することを見いだした。次に、urolithin M5 脱水酸化
酵素を本菌より精製し、Native-PAGE により得られたバンドの N 末端アミノ酸配列解
析を行った結果、精製酵素に UroA1、UroA2、UroB1、および UroB2 タンパク質が含
まれ、また、UroA1 と UroA2 ならびに UroB1 と UroB2 がそれぞれ複合体として
存在することを見いだした。すなわち、urolithin 脱水酸化反応に、UroA1・UroA2 複
合体、および UroB1・UroB2 複合体が関与することを明らかにした。 
 





ない。sinigrin などの glucosinolate を isothiocyanate へと変換する菌株として選抜し
た L. farciminis KB1089 に関して、sinigrin 変換および allylisothiocyanate 産生活性が 
sinigrin により誘導されることを見いだした。続いて、sinigrin 代謝活性誘導菌体と非
誘導菌体に発現しているタンパク質の比較から、sinigrin 代謝への関与が示唆される
タンパク質として  PTS sugar transporter (PttS) および  aryl-phospho-β-D-glucosidase 
(PbgS) を見いだした。さらに、大腸菌や乳酸菌を宿主とする形質転換株の解析から、
L. farciminis KB1089 における sinigrin 代謝に PttS（リン酸化を伴う sinigrin の取り込
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